
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○１人1台端末活用を通した交流活動と個
に応じた指導の実践
〇教師の学習コーディネーターとしての資
質の向上

○1人1台端末を活用できると肯定的に答
える生徒の割合が７０％以上

・少人数学級でも学習が深まる「新三瀬校スタイ
ル」での学習指導の確立を目指す。

Ａ
・１人1台端末活用を通した「学び合う活動」で生徒が
主体的に学べる環境を意識し、対話的な活動を多く取
り入れた。「学び合う活動」の中で、自分の考えを伝え
あったり表現したりする活動が行われている」と回答し
た生徒は97％であった。

Ａ
・１人１台端末を有効利用していると回答した生徒91%
以上。「学び合う活動」の中で、自分の考えを伝えあっ
たり表現したりする活動が行われている」と回答した生
徒は95％であった。

Ａ
・「学び合う活動」で考えを伝えあったり表現したりする
活動は大切だと思う。端末の有効活用の回答100％を
目指しつつ、「新三瀬校スタイル」での学習指導の質を
高める指導を充実させるとともに、対話的な活動と共
に個に応じた学びの推進もお願いしたい。

学力向上コーディネータ

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○生徒に応じた指導内容を工夫し、「道徳
や学級活動は充実している」の設問に肯
定的に答える生徒８０％以上

・教師が高い人権意識をもち、学校生活全体を通
し、道徳や学級活動の教科指導にあたる。
・社会科担当と学級担任の連携を図り、差別につ
いて正しく理解させることを通し、生徒の人権意識
を高める。

Ａ

・「道徳や学級活動の時間が充実している」と回答した
生徒は96％であった。
・江戸時代の身分制度の授業について、社会科と道徳
との連携を図り、差別についての理解と人権意識を高
めることができた。

Ａ

・「道徳や学級活動の時間が充実している」と回答した
生徒は96％であった。
・担当を中心に社会科と道徳との連携を図ったり、人
権集会等を通した学習で差別についての理解と人権
意識を高めることができた。

Ａ

・定期的な取組みから「道徳・学級活動の時間が充実
している」と回答した生徒が96％だったことは素晴らし
い。
・固定された人間関係の中でも適切な社会性が身に付
くことを望む。差別についての理解や人権意識を高め
る活動ができているので、今後も工夫をしながら続け
てほしい。

道徳教育推進教師
人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向けた
取組の充実

○「生徒一人一人がもつ問題や悩みを気
軽に相談できる」と答える生徒８０％以上
○教育相談アンケートを実施し、「学校は
楽しい」と答える生徒８０％以上

・いじめ未然防止のため、生徒一人一人が認めら
れ、お互いを大切にし、学級の一員として自覚で
きる学級づくりを行い規範意識醸成に努める。
・定期教育相談を年２回実施。気になる生徒につ
いて全職員で共有し、必要に応じてSC等につな
げる。
・毎月生活アンケートを実施し、生徒が抱える問
題や悩みを早期に発見・対応する。
・ＳＳＷやＳＣ等と連携し、必要に応じてケース会
議を行う。

Ａ

・「困ったことや悩みを先生に相談しやすい」と回答した
生徒は93％であった。
・「学校が楽しい」と答えた生徒は100％であり、定期的
にＳＣとの情報共有を行うことができている。
・定期教育相談１回目を実施することができた。気にな
る生徒については全職員で共有することができた。後
期に２回目の教育相談を実施する。
・必要に応じて、いじめ防止対策委員会を開き、ＳＣに
つなげることができた。今後も必要に応じて行う。

Ａ

・「困ったことや悩みを先生に相談しやすい」と回答した
生徒は91％であった。
・「学校が楽しい」と答えた生徒は95％であり、定期的
にＳＣとの情報共有を行うことができている。
・定期教育相談を２回実施することができた。気になる
生徒については全職員で共有することができた。
・必要に応じて、いじめ防止対策委員会を開き、ＳＣに
つなげることができた。今後も必要に応じて行う。

Ａ

・ＳＣや担任以外の職員との情報共有・連携や、気に
なる生徒を全職員で共有しているのは評価できる。外
部人材の活用が進むとさらによいと思う。
・今後もいじめは、いつ起こるかわからない、起こりうる
ものという意識を持って、いじめの早期発見、早期対
応に努めていただきたい。生徒も先生も保護者も楽し
いと思う学校を共に目指したい。

生徒指導主事
教育相談担当

●児童生徒が夢や目標をもち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒９０％
以上
●「将来の夢や目標を持っている」につい
て肯定的な回答をした児童生徒８０％以
上

・生徒の資質・能力を育む授業づくりに関する校
内研修等を実施する。
・体験活動では、生徒に活動の見通しと学びの振
り返りを行う活動を仕組む。また、生徒の出番・役
割を保障し承認するとともに、自己有用感を高め
る。
・教育活動全体で生徒指導の三機能を生かした
取り組みを実践する。

Ａ

・「先生はあなたの良いところを認めてくれていると思
う」と回答した生徒90％であった。
・「将来の夢や目標をもっている」と回答した生徒87％
であった。
・後期も継続して、外部からの講師や体験活動を実施
することで、将来に対し夢や希望をもたせる進路指導
の充実を図る。

Ａ

・「先生はあなたの良いところを認めてくれていると思
う」と回答した生徒100％であった。
・「将来の夢や目標をもっている」と回答した生徒86％
であった。
・年間を通して計画的に、外部からの講師や体験活動
を実施できたことで、将来に対し夢や希望をもたせる
進路指導の充実を図ることができた。

Ａ

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答した生徒が100％は評価できる。先生と生徒
の信頼関係が大変良いと感じる。そういう学校であり
続けてほしい。
・地域人材を生かした外部講師や地域での体験活動
は、今後も工夫しながらぜひ継続していただきたい。
外部人材をオンラインでつなぎ、より多様なキャリアの
方と出会う機会を増やしたらどうだろうか。

生徒指導主事
研究主任

○人権・同和教育の充実 〇「人権集会での話は自らの意識を高め
た」と答える生徒８０％以上
○「国際理解、異文化理解に積極的に取
り組んだ」と答える生徒８０％以上

・毎月１回人権集会を開き、教師による講話を実
施する。
・国際理解や異文化理解に関する行事等を設定
する。 Ａ

・毎月の人権集会で、「自分の人権意識を高めること
ができた」と回答した生徒は100％であった。
・「国際理解、異文化理解に積極的に取り組んだ」と答
える生徒は93％であった。
・後期も生徒に身近な題材等を用いて取り組みを継続
する。

Ａ

・毎月の人権集会で、「自分の人権意識を高めること
ができた」と回答した生徒は100％であった。
・「国際理解、異文化理解に積極的に取り組んだ」と答
える生徒は90％であった。
・年間を通して計画的に身近な題材等を用いて取り組
むことができた。

Ａ

・人権集会で「自分の人権意識を高めることができた」
と回答した生徒が100％、「国際理解、異文化理解に
積極的に取り組んだ」と回答した生徒が90％は素晴ら
しい。集会を実施したことで、生徒の意識向上につな
がっていると思う。積極的な国際理解、異文化理解の
機会を増やすなど、今後も人権・同和教育を充実させ
てほしい。

人権・同和教育担当
国際交流担当

●「運動習慣の改善や定着化」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●授業以外で運動やスポーツを行う時間
が１週間で４２０分以上の生徒の割合９
０％以上
●「健康に良い食事をしている」生徒の割
合８５％以上

・保健体育の授業において、健康の保持増進の
ためには適切な運動と休養が必要であることを理
解させる。
・運動部活動への加入や社会体育での活動を推
進する。
・食に関する意識調査を実施し、望ましい食生活
についての知識と実践力を育む。
・給食たよりを通して啓発を行う。

Ａ

・「授業以外で１週間に420分以上の運動やスポーツに
取り組んでいる」と回答した生徒は93％であった。
・６月の食育月間では、食に関する意識調査と生活習
慣を振り返る調査を実施し、基本的生活習慣が健康に
大切であることを理解する機会とした。「健康によい食
事を心がけている」と回答した生徒は93％であった。
後期も同様の取り組みを継続とともに、芋販売を通し
て望ましい食生活について授業を計画する。
・給食たよりや保健たよりを通して啓発を行った。後期
も継続していく。

Ａ

・「授業以外で１週間に420分以上の運動やスポーツに
取り組んでいる」と回答した生徒は91％であった。
・「健康によい食事を心がけている」と回答した生徒は
95％であった。自分たちが栽培した芋が最後に給食に
出されたことなどからも後期も同様の取り組みを継続
とともに、芋販売を通して望ましい食生活について授
業を計画する。
・給食たよりや保健たよりを通して啓発を行った。

Ａ

・芋栽培とその芋を給食で食べるなど、食生活につい
て生徒に身近なことを切り口に考えさせるような取り組
みはよいと思う。
・栄養教諭と連携した食に関する授業を、年１回程度
は開催してみてはどうか。
・将来においては体力も大事だということを生徒に理解
してもらうことが大事。
・運動すること、食について学ぶことがしっかり進めら
れている。さらなる向上を目指してもらいたい。

保健体育主任
保健主事

○基本的生活習慣の定着 ○「早寝・早起き・朝ご飯・歯みがき」がで
きていると答える生徒８０％以上

・保健たよりを通して啓発を行う。
・集会や保健体育の授業の際に、健康の保持増
進のためには、健康な歯、食事、睡眠が必要であ
ることを周知する。

Ａ
・「早寝・早起き・朝ご飯・歯みがき」ができていると回
答した生徒90％であった。
・保健たよりは、月１回と長期休業前に定期的に発行
できた。集会の際に、健康に関する話を行うことができ
た。

Ａ
・「早寝・早起き・朝ご飯・歯みがき」ができていると回
答した生徒91％であった。
・保健たよりは、定期的に発行できた。集会や感染症
流行時の際に都度、健康に関する話を行うことができ
た。

Ａ
・大人になっても大切である基本的な生活習慣の定着
には、時間が必要である。保護者との連携や情報交換
を行いながら、学校でも生徒に根気強く情報提供や啓
発を行ってほしい。

保健主事

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人
当たりの年次休暇の取得日数１４日以上

・ノー部活デー及び定時退勤日を設定（毎週水曜
日）し遂行する。
・学校健康管理委員会を年３回開催し、勤務時間
や年次休暇消化状況を把握し健康管理に努め
る。
・個人の業務内容の見直し及び見通しがもちやす
い教育課程で自己マネジメント力の向上を図る。

Ｂ

・ノー部活デー、定時退勤日を設定（毎週水曜日）し遂
行した。ノー部活デーは実施できたが、定時退勤日が
実行できていると回答した職員は60％であった。
・「時間外業務時間削減を意識している」と回答した職
員は100％。年次休暇の消化を推進し、12月まで最低
５日の取得を遵守できるよう指導する。

Ｂ

・週２回のノー部活デーは実施できた。定時退勤日を
設定し、実行できたと答えた職員は70％。
・「時間外業務時間削減を意識した自己マネジメントが
できている」と回答した職員は100％。年次休暇の消化
を推進し、12月までに全員が５日間の取得ができた。1
人当たりの年次休暇取得日数は13.7日。

Ａ

・年次休暇取得が進んだことは評価できる。職員の心
身の健康を向上させることは、本人はもとより生徒や
学校のためにもなると思う。ワークライフバランスを考
えた年休取得をがんばってもらいたい。
・先生方、個々の仕事の負担の軽減を望む。先生方が
生徒と直接関わる時間が少しでも増えることも希望す
る。

教頭

○文書処理に係る校務サーバーの利活
用

○校務サーバーを経由した文書処理のや
り取りができたと答えた職員の割合を８
０％以上
○紙類の使用量を令和６年度を下回る。

・業務データの一元化により校務の効率化を図る
とともに、紙の使用を抑制する。

Ａ
・校務サーバーを使った文書処理のやり取りができた
と回答した職員の割合は100％であった。
・校務サーバーの利用や校務パソコンの掲示板を有効
に使えるような呼び掛けを行う。

Ａ
・校務サーバーを使った文書処理のやり取りが積極的
にできたと回答した職員の割合は90％。
・校務サーバーの利用や校務パソコンの掲示板を有効
に使えるような呼び掛けを行った。ＩＣＴ支援員に支援
を求める職員の姿が増加した。

Ａ
・ＩＣＴ支援員に支援を求めて、校務サーバーや校務パ
ソコン掲示板等を利用することは事務を進める上で非
常に有効だと思う。パソコンを使うことが多い時代なの
で、有効な使い方を考えよりよい環境にしてほしい。

教頭
情報教育担当

●特別支援教育の充実

○全職員による共通理解と校内支援体制
の整備

○特別支援教育の充実の必要性につい
て理解し、共通理解をした上で支援にあた
れたと回答をした教員の割合８０%以上

・特別支援教育校内研修会を年間６回開催し、教
員のスキルアップを図る。

Ｂ
・「特性に応じた教育の必要性を感じ、指導・支援に取
り組んだ」と回答した教員は80％であった。
・「支援を要する生徒に対し連携して取り組みを進め
た」と回答した教員は100％であった。

Ａ
・「特性に応じた教育の必要性を感じ、指導・支援に取
り組んだ」と回答した教員は100％であった。
・積極的に「支援を要する生徒に対し連携して取り組み
を進めた」と回答した教員は80％であった。

Ａ
・「特性に応じた教育の必要性を感じ、指導・支援に取
り組んだ」と回答した職員が100％は評価できる。
・今後、支援を要する生徒に対して、積極的に連携した
取り組みを進めてほしい。

特別支援教育コーディネー
タ

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育

○ふるさと三瀬への郷土愛の育成
○環境教育への関心の向上

○「三瀬を誇りに思う」と答える生徒８０％
以上
〇「SDGsを意識して環境ISOに取り組め
た」と答える生徒９０％以上

・三瀬の自然や生活、社会とかかわる体験活動に
ついて、計画・体験・まとめ・振り返りの活動を行
い、生徒の主体性を育てる。
・生徒会を中心に学期ごとに環境教育について再
確認させ、年度末に環境ISOの実践報告を行わせ
る。

Ａ

・「三瀬の自然や環境にかかわる体験活動に積極的に
参加している」と回答した生徒は88％であった。
・「SDGsを意識して環境ISOに取り組めた」と回答した
生徒は94％であった。 Ａ

・「三瀬の自然や環境にかかわる体験活動に積極的に
参加している」と回答した生徒は90％であった。
・「SDGsを意識して環境ISOに取り組めた」と回答した
生徒は94％であった。 Ａ

・今後も地元の方と交流して学ぶ取り組みは、継続し
てほしい。特に村との合同の体育大会のさらなる充実
をお願いしたい。
・ＳＤＧｓを意識した環境ＩＳＯの取り組みは、非常に大
切なので今後も続けてほしい。

総合的な学習の時間担当
キャリア教育担当

○小中一貫教育

○小中合同行事の充実 ○小中合同の行事、体験活動が「自分の
ためになっている」という生徒９０％以上

・行事や体験活動において、生徒が主体的に企
画・運営を行う機会を設定する。

Ａ

・行事ごとに委員が中心となって活動し、終了後には
振り返りを校内に掲示した。「行事等において生徒が
主体的に企画・運営を行っている」と回答した生徒は
100％で活動の効果を実感していることが分かった。こ
のことから自己肯定感が高まっていると考える。

Ａ

・各行事で委員が中心となって活動し、終了後には振
り返りを校内に掲示した。積極的に「行事等において
生徒が主体的に企画・運営を行っている」と回答した
生徒は95％。このことから多くの生徒が行事を通して
自己肯定感や有用感を感じていると考える。

Ａ

・小中合同行事の実施を、今後も継続・充実してほし
い。
・行事や体験活動等について生徒が主体的に企画・運
営を行っており、これらの活動を通して自己肯定感が
高まるのは非常に良いと思う。今後も生徒の自己肯定
感を高める指導を継続してほしい。

教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・個別最適で協働的な学びの実現を目指し、１人１台端末の活用を通し「学び合う活動」を取り入れた授業実践を行った。教師がＩＣＴ機器を活用し、生徒の理解や活動を高めるためにどのような学びを仕組むのか今後も研究していきたい。
・今後の生徒数減少等を踏まえ行事の実施方法や地域との連携を進めながらも、生徒の主体的な活動の場を設けることができた。今後も生徒たちが行事を通して成長していくことに重点を置き保護者や地域の方々と連携していきたい。
・小中一貫校として、小学校との連絡や連携を密に行い、９年間を見通しての子どもの成長を見据え、中学校の職員間はもとより小学校との学習面・生活面の連携を深めていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・個別最適で協働的な学びの実現を目指した授業実践を行った。生徒が主体的に学ぶためのICT機器の活用が課題として挙げられる。個人PCの活用や日々の持ち帰りから、効率的に理解を更に深めさせたい。

・行事を精選し、生徒の主体的な活動とすることができた。今後も生徒たちが行事を通して成長していくことに重点を置き、更に精選し働き方改革の視点も忘れずに取り組んでいきたい。

・小中一貫校として、小学校との連絡や連携を密に行い、９年間を見通しての子どもの成長を見据え、学習面・生活面の連携を深めていく。

２　学校教育目標 ふるさとを愛し、自信と誇りをもち、未来を拓く子どもの育成　

３　本年度の重点目標

①９年間の学びをつなぐ小中一貫教育の取り組み　　　　　　　　②学力の向上（基礎・基本の充実）と自己教育力の育成

③一人一人を大切にする教育の推進　　　　　　　　　　　　　　④豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

⑤国際化情報化に汰応した教育の推進　　　　　　　　　　　　　⑥教職員の資質向上と働き方改革

学校名 佐賀市立三瀬中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


